
	一・二年
	· やさしい読み物に興味をもち、楽しんで読書しようとする態度を育てる。

· 学校図書館の利用の仕方の基礎を学び、進んで情報に親しみ、楽しんで活用する態度を育てる。
	三・四年
	· 様々な種類の本に興味を持ち、幅広く読書し視野を広げようとする態度を育てる。

· 進んで学校図書館を利用し、情報を集めて考える力を育成する。
	五・六年
	· 適切な本を選び、読書をとおして、考えを広げたり、深めたりしようとする態度を育てる。

· 学び方を身に付け、問題の解決や探究活動に主体的に取り組む態度を育てる。



重　点　目　標





学　校　教　育　目　標








心豊かにたくましく共に学び伸びる子








令和５年度　学校図書館構想図　○○小学校





【評価項目】本を読むことが好きだと答える児童の割合　80％





言葉づくり部による学校図書館を活用した授業の研究





図書館環境の整備


資料の充実





広報・啓発





教育計画・指導計画の作成及び評価





【家　庭・地　域　と　の　連　携】


家庭読書の実施（月１回）


ボランティアや公立図書館との連携














【学　校　行　事】   


「読書タイム」「言葉タイム」等による読書活動の推進、習慣化


推薦図書、必読書の選定及び多読賞の表彰


「子ども読書の日」及び読書週間に全校一斉読書活動の実施         

















【特　別　活　動】


・　学級活動における図書館の利用指導


・　図書委員会を中心に自発的、自治的に図書館を運営し、読書活動の推進。

















【総合的な学習の時間】


学び方や考え方を身に付ける。


問題解決や探究活動に主体的に取り組む。


系統的に情報活用能力を養う。




















【各　教　科】


図書館機能を活用し、課題解決学習、調べ学習、個別指導やグループ学習の場とする。


情報の収集、整理等、情報活用能力を養う。


読書指導を行い、読書習慣の確立を図る。


図書資料をとおして、様々な生き方や考え方に接する中で、自分を深め、道徳的心情を培う。














具　体　的　な　取　組





各　学　年　の　重　点　目　標








教科、領域で実施される言語活動として、読書活動、詩の語り、読み聞かせ、ブックトークを実施する。


学校図書館を活用した教科等の学習の充実と情報活用能力の育成を図る。


司書教諭、研修主任を中核とした「言葉づくり部」を組織し、学校図書館の機能を活用した授業の推進を図る。








・読書をとおして言葉を学び、美しい言葉に触れて豊かな情操を育み、広い視野に立って物事を見たり考えたりしようとする態度を育てる。


・学び方を学ぶことによって、自ら学ぶ楽しさや知る喜びを体得し、さらなる知的探求心や真理を求める態度を育てる。





指導の重点





ね　ら　い








豊かな読書体験をとおして、豊かな言葉と心を育む。


学校図書館活用をとおして、自ら学ぶ意欲と態度を育てる。





学　校　図　書　館　の　目　標





「あいさつ　読書　伝え合い」～言葉でつなぐ・人とつなぐ～








